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春
日
大
社
に
由
来
す
る
朱
漆
塗
り
の
盤
で
あ
る
、
大
き
な
円
形
の
「
春
日
大
盆
」
お
よ

び
長
方
形
入
角
の
「
手た

ぢ
か
ら力

盆
」
に
つ
い
て
、
根
津
美
術
館
所
蔵
品
を
軸
と
し
た
紹
介
か
ら

用
途
・
成
立
の
考
察
に
及
び
、
裏
面
に
螺
鈿
装
飾
が
施
さ
れ
る
特
徴
の
意
味
を
論
じ
る
。

　

ま
ず
春
日
大
社
の
神
職
を
勤
め
た
岡
本
彰
夫
氏
の
記
述
に
注
目
し
、
旬
祭
（
旬
御
供
、

一
日
・
十
一
日
・
二
十
一
日
の
毎
月
三
度
の
祭
祀
）
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
や
螺
鈿
の
理
解
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。
つ
い
で
館
蔵
品
と
そ
の
類
品
を
概
観
す
る
。
丸
盆
は
宝
相
華
文
の
螺
鈿

に
ア
ワ
ビ
貝
を
使
用
す
る
桃
山
・
江
戸
期
の
も
の
、
長
方
形
入
角
盆
は
蝶
・
蜻
蛉
文
の
ア
ワ

ビ
貝
に
よ
る
文
を
四
隅
に
配
す
る
が
、
類
品
に
は
夜
光
貝
で
鳥
・
蝶
文
の
室
町
期
の
も
の
が

あ
る
。
八
足
案
も
併
せ
て
、
室
町
期
と
江
戸
期
と
で
意
匠
の
変
遷
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に

造
替
関
係
の
中
世
史
料
と
照
合
し
て
、
御
供
所
の
具
足
と
し
て
朱
盤
の
大
五
枚
（
本
社
・
若

宮
用
）、
小
神
盤
五
十
枚
と
の
対
応
を
確
認
す
る
。
こ
れ
は
、
近
世
の
絵
図
か
ら
も
裏
付
け

ら
れ
、
小
神
盤
の
半
数
に
は
螺
鈿
が
施
さ
れ
た
（
小
神
は
摂
末
社
の
こ
と
）。

　

そ
し
て
旬
御
供
が
保
安
二
年
（
一
一
二
一
）
に
摂
関
家
か
ら
の
寄
進
で
創
始
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
同
時
代
の
貴
族
の
饗
膳
具
へ
視
野
を
広
げ
る
。『
類
聚
雑
要
抄
』
の
行
幸
・
御

幸
の
饗
膳
に
は
加
飾
さ
れ
た
高
坏
・
盤
が
み
え
、
天
皇
・
院
が
用
い
る
台
・
盤
に
は
最
高

位
者
の
も
の
と
示
す
装
飾
を
伴
い
、
打
敷
も
用
意
さ
れ
た
と
理
解
し
て
、
春
日
社
へ
の
献

饌
に
も
そ
れ
に
類
す
る
膳
具
を
用
い
た
と
推
測
す
る
。
文
様
も
、
春
日
大
社
所
蔵
の
古
神

宝
に
み
ら
れ
る
折
枝
花
文
・
蝶
鳥
文
・
宝
相
華
文
が
参
考
に
な
り
、
現
存
作
品
で
は
形
は

崩
れ
て
い
る
が
、
散
ら
し
文
様
の
よ
う
な
副
次
的
意
匠
が
施
さ
れ
て
い
た
と
み
る
。
そ
の

後
、
と
く
に
明
治
期
以
降
に
使
用
法
の
変
化
が
み
ら
れ
、
螺
鈿
装
飾
さ
れ
た
小
神
盤
を
手

力
雄
神
社
の
み
で
用
い
る
よ
う
に
な
っ
て
、「
手
力
盆
」
の
呼
称
が
生
じ
た
と
す
る
。
春

日
大
盆
・
手
力
盆
を
元
の
文
脈
で
把
握
し
、
根
来
（
朱
漆
器
）
と
し
て
の
鑑
賞
か
ら
は
距

離
を
保
ち
、
螺
鈿
史
の
な
か
で
位
置
づ
け
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
な
お
、
奈
良
国
立

博
物
館
編
『
春
日
大
社
若
宮
国
宝
展
』（
二
〇
二
二
年
一
二
月
）
№
78
「
御
神
前
調
度
」

解
説
も
参
照
。 

（
藤
原
重
雄
）

永
田
智
世
「
春
日
大
盆
と
手
力
盆
―
春
日
大
社
由
来
の
螺
鈿
の
あ
る
祭
器
―
」（『
此
君
』

一
三
、
根
津
美
術
館
、
二
〇
二
二
年
三
月
）

　

従
来
の
『
百
人
一
首
』
研
究
に
見
直
し
を
迫
り
、
新
た
な
研
究
の
現
在
地
を
示
そ
う
と

い
う
企
図
の
下
に
編
ま
れ
た
論
文
集
の
一
本
。『
百
人
一
首
』（
と
し
て
改
編
さ
れ
る
前
の

『
百
人
秀
歌
』
を
含
む
）
は
い
つ
か
ら
歌
仙
絵
を
伴
う
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
問
題

に
つ
い
て
、
蓮
生
（
宇
都
宮
頼
綱
）
の
嵯
峨
中
院
山
荘
の
障
子
に
、
藤
原
信
実
に
よ
っ
て

『
百
人
一
首
』
の
歌
仙
絵
が
描
か
れ
た
の
か
と
い
う
点
を
中
心
に
考
察
を
進
め
る
。

　
ま
ず
こ
の
点
に
言
及
す
る
史
料
の
残
存
状
況
を
確
認
し
、
最
も
早
い
も
の
で
も
南
北
朝

時
代
ま
で
下
り
、
描
き
手
や
場
所
に
混
乱
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
歌
仙
絵
の
存
在
は

歴
史
的
に
は
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
。
次
い
で
色
紙
の
数
の
問
題
を
俎
上
に
載

せ
、
同
様
に
絵
を
伴
う
屛
風
歌
や
障
子
歌
の
事
例
か
ら
、
百
首
全
て
の
色
紙
が
貼
ら
れ
た

と
は
考
え
難
い
と
す
る
。
続
い
て
色
紙
に
歌
仙
絵
が
描
か
れ
得
る
か
を
問
題
と
し
、
画
中

画
や
古
記
録
の
事
例
か
ら
、
一
般
的
な
人
物
画
で
あ
れ
ば
当
時
も
色
紙
に
描
か
れ
る
こ
と

は
あ
り
得
た
と
推
測
す
る
。
た
だ
し
『
百
人
一
首
』
の
歌
仙
絵
は
似
絵
で
あ
る
か
ら
同
一

視
は
で
き
な
い
と
し
て
、
歌
人
の
肖
像
画
が
歌
と
共
に
鑑
賞
さ
れ
た
「
治
承
三
十
六
人
歌

合
絵
」「
賀
茂
重
保
堂
障
子
絵
」
等
を
検
討
し
、
そ
れ
ら
と
性
格
を
異
に
す
る
蓮
生
の
山

荘
に
は
貴
人
を
含
む
歌
仙
絵
は
描
か
れ
な
か
っ
た
と
し
、
そ
こ
に
何
が
描
か
れ
て
い
た
の

か
は
不
明
で
あ
る
と
結
論
す
る
。
さ
ら
に
撰
者
の
藤
原
定
家
は
歌
と
共
に
歌
仙
絵
を
描
く

こ
と
を
考
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
鎌
倉
時
代
の
遺
品
に
な
る
「
俊
成
本
歌
仙
絵
」

は
『
百
人
一
首
』
と
は
直
接
の
関
係
に
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し
て
最
後
に
『
百
人
一

首
』
の
成
立
に
関
す
る
最
新
の
研
究
に
拠
り
な
が
ら
、『
百
人
一
首
』
に
歌
仙
絵
が
伴
っ

て
い
た
と
い
う
見
方
は
、
南
北
朝
時
代
に
『
百
人
一
首
』
に
価
値
が
見
出
さ
れ
た
の
と
同

時
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
物
語
で
あ
る
と
推
論
す
る
。

　
た
だ
し
い
く
つ
か
問
題
も
孕
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
百
人
一
首
』
の
歌
仙
絵

の
言
説
に
対
す
る
評
価
、
お
よ
び
類
例
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
事
例
の
傍
証
と
し
て
の
妥

当
性
や
解
釈
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
を
残
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
蓮
生
の
山
荘
に
『
百

人
一
首
』
の
歌
仙
絵
が
描
か
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
と
、『
百
人
一
首
』
が
歌
仙
絵
を
伴

う
こ
と
が
あ
り
得
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
別
個
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
考
察
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。 

（
太
田
克
也
）

渡
邉
裕
美
子
「『
百
人
一
首
』
と
歌
仙
絵
」（
中
川
博
夫
・
田
渕
句
美
子
・
渡
邉
裕
美
子

編
『
百
人
一
首
の
現
在
』、
青

舎
、
二
〇
二
二
年
十
月
）
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前
近
代
日
本
史
学
を
学
ぶ
者
は
古
文
書
学
も
必
修
と
さ
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
韓
国
の

歴
史
学
界
で
は
古
い
時
代
の
古
文
書
が
限
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
歴
史
学
と
古
文
書
学
と

は
別
分
野
と
の
印
象
が
あ
る
。
し
か
し
歴
史
研
究
に
お
け
る
古
文
書
の
重
要
性
は
疑
い
よ

う
も
な
く
、
そ
の
工
具
書
と
し
て
企
画
さ
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
と
い
う
。
第
１
巻
は
六

名
の
執
筆
者
に
よ
る
基
礎
理
論
篇
で
、「
総
論
」「
韓
国
古
文
書
伝
来
の
類
型
と
特
性
」「
韓

国
古
文
書
の
形
態
と
材
料
」「
韓
国
古
文
書
の
様
式
」「
韓
国
古
文
書
の
分
類
体
系
」「
韓

国
古
文
書
の
収
集
と
整
理
保
存
」
か
ら
な
る
。
古
文
書
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
朝
鮮
王
朝
時
代

以
降
（
十
五
世
紀
以
降
）
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
名
門
両
班
家
に
伝
来
し
た
も
の
が
多
く

寺
院
な
ど
に
は
あ
ま
り
残
ら
な
い
こ
と
な
ど
、
韓
国
古
文
書
の
特
徴
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
解

説
さ
れ
る
が
、
執
筆
陣
に
外
国
人
研
究
員
と
し
て
本
所
に
在
籍
さ
れ
て
い
た
研
究
者
を
複

数
含
む
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
と
の
相
違
も
意
識
し
た
叙
述
が
大
変
わ
か
り
や
す
い
。
本

所
で
は
所
蔵
者
の
も
と
に
出
向
い
て
の
調
査
・
撮
影
（
採
訪
）
が
基
本
で
あ
る
が
、
韓
国

で
は
大
型
研
究
機
関
に
集
約
し
て
の
整
理
・
研
究
・
保
存
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ

の
具
体
的
な
手
法
が
写
真
と
と
も
に
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
の
も
参
考
に
な
る
。

　

第
２
巻
は
二
十
名
の
執
筆
者
に
よ
り
、
豊
富
な
カ
ラ
ー
画
像
と
と
も
に
文
書
の
類
型
別

解
説
が
な
さ
れ
る
。「
総
論
―
韓
国
古
文
書
の
史
料
的
特
性
と
文
書
の
類
型
」
に
続
け
て
、

朝
鮮
時
代
の
教
令
類
文
書
・
疏
箚
啓
状
類
文
書
・
牒
関
通
報
類
文
書
・
証
憑
類
文
書
・
明

文
文
記
類
文
書
・
書
簡
通
告
類
文
書
・
外
交
文
書
、
最
後
に
甲
午
改
革
～
大
韓
帝
国
期
の

文
書
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
る
。
ま
さ
に
入
門
に
ふ
さ
わ
し
い
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
専

門
外
の
読
者
に
も
視
覚
的
・
感
覚
的
な
理
解
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
。

　

第
１
巻
は
二
六
七
頁
、
第
２
巻
は
九
五
七
頁
に
及
ぶ
大
部
な
書
籍
で
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
左
記
の
国
史
編
纂
委
員
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
日
本
語
版
の
刊
行
を
期
待
し
た
い
。 

（
稲
田
奈
津
子
）

https://library.history.go.kr/original-text/m
edieval/1768918?index=5

（
第
１
巻
）

https://library.history.go.kr/original-text/m
edieval/1797485?index=4

（
第
２
巻
）

　

中
世
に
伊
勢
神
宮
領
と
し
て
成
立
し
た
近
江
国
甲
賀
郡
柏
木
御
厨
故
地
に
つ
い
て
、
寛

政
十
三
年
（
一
八
〇
一
）
に
作
成
さ
れ
た
「
江
州
甲
賀
郡
酒
人
村
与
植
村
水
論
立
会
絵

図
」（『
植
区
有
文
書
』）
を
基
に
し
て
、
農
業
開
発
に
お
け
る
水
資
源
利
用
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
論
文
で
あ
る
。

　

分
析
対
象
と
な
る
絵
図
は
、
植
村
と
酒
人
村
の
間
で
勃
発
し
た
水
論
の
際
に
、
両
村
立

会
で
現
地
で
作
成
さ
れ
た
の
ち
に
奉
行
所
に
提
出
さ
れ
た
図
の
、
植
村
側
に
残
さ
れ
た
控

え
、
と
い
う
。
た
だ
し
、
ベ
ー
ス
と
な
る
絵
図
は
紛
争
当
事
者
の
間
で
合
意
の
と
れ
た
内

容
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
り
、
植
村
側
の
主
張
は
十
六
枚
の
貼
紙
と
し
て
絵
図
に
付
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
貼
紙
か
ら
判
明
す
る
係
争
の
内
容
は
、
野
洲
川
よ
り
取
水
す
る
幹
線
用

水
路
「
二
ノ
井
」
の
水
利
権
と
、
植
村
・
酒
人
村
間
に
形
成
さ
れ
て
い
た
湧
水
地
の
利
用

を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
貼
紙
が
集
中
し
て
い
る
の
が
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ

よ
う
に
描
か
れ
た
植
村
と
酒
人
村
の
境
に
あ
る
「
み
ど
ろ
の
沢
」
で
、
複
数
の
湧
水
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
、
以
前
よ
り
利
用
さ
れ
て
い
た
水
源
地
で
あ
っ
た
。
本
論
文
は
こ
こ
か
ら

さ
ら
に
、
湧
水
地
が
係
争
の
中
心
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
背
景
に
も
説
き
及

ぶ
。
す
な
わ
ち
、
新
田
開
発
の
進
展
に
よ
っ
て
水
資
源
の
分
配
が
細
分
化
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
に
加
え
て
、
旱
魃
に
よ
り
野
洲
川
の
水
量
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
水
論
が
深
刻

化
し
て
湧
水
利
用
に
ま
で
及
ん
だ
と
い
う
。

　

従
来
の
水
利
灌
漑
研
究
の
対
象
が
、
主
と
し
て
現
況
景
観
か
ら
把
握
し
や
す
く
文
献
史

料
に
も
残
り
や
す
い
河
川
や
溜
池
か
ら
の
取
水
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
本
論
文
は
湧
水

灌
漑
の
利
用
に
も
目
を
向
け
る
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。
現
地
で
の
聞
き
取
り
調
査
な

ど
か
ら
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
た
湧
水
利
用
の
存
在
を
、
近
世
村
落
ま
で
遡
ら
せ
て
裏
付
け

た
貴
重
な
成
果
と
言
え
よ
う
。
あ
わ
せ
て
、
公
権
力
に
提
出
さ
れ
る
相
論
絵
図
の
性
格

や
、
絵
図
に
お
け
る
貼
紙
の
機
能
な
ど
の
点
か
ら
も
、
近
世
の
み
な
ら
ず
中
世
の
相
論
絵

図
の
分
析
に
も
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
論
考
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
本
論
文
の
内
容
と
密
接
に
関
わ
る
同
著
者
の
論
考
と
し
て
、「
湧
水
は
中
世
景

観
を
語
れ
る
の
か
―
滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
の
現
地
調
査
と
山
中
氏
両
惣
領
家
―
」（『
民

衆
史
研
究
』
一
〇
一
号
、
二
〇
二
一
年
）
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
を
お
願
い
し
た
い
。

 

（
高
橋
慎
一
朗
）

（
韓
国
）
国
史
編
纂
委
員
会
編
『
韓
国
古
文
書
入
門
』
１
・
２
（
国
史
編
纂
委
員
会
、

二
〇
二
〇
年
一
一
月
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
）

渡
邊
浩
貴
「
近
世
村
落
の
湧
水
紛
争
と
水
資
源
開
発
―
近
江
国
甲
賀
郡
柏
木
御
厨
故
地
の
水
論

絵
図
か
ら
―
（『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告　

人
文
科
学
』
四
八
号
、
二
〇
二
二
年
二
月
）
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